第30回　施設処遇検討会議　議事録　H24.1.16

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：中村文洋・小坂和子

馬渕豊子・中岫かなえ・小笠原嘉紀

木村春子・須々田珠実

　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　（欠席者：秋山欣也S.G.M・長谷部拓生S.G.上平ユリ子）

　　　　　　　　　　　　　記　録：須々田珠実
議題

１：　下町　サン子様（青風荘入所者様）の処遇について

２：  夏坂　浩美様（青山荘入所者様）の処遇について

１：　下町　サン子様（青風荘入所者様）の処遇について
病名：統合失調症　　合併症：便秘症・低血圧
＜問題点＞

1 体調不良の訴えが多い

・安定した睡眠がとれていない

・身体がフラフラすると訴える

・腹痛や下痢症状の訴えが多い

②　洗濯・衣類・手洗いに固執している。

・石鹸の適量使用が出来ない。

・他者に洗濯洗剤をたかる

　・偏った衣類の収納をしている。

＜介入方法＞

1 について

· 一旦就床するも度々、夜間にトイレに起きた後は更衣済ませ布団を畳み、押入れから洗濯する衣類を集めていたりして、朝方に入眠していることが多いためか（定時起床できない）起床時に目眩､ふらつきが見られ転倒の恐れがある為、ベットからゆっくり起き立ち上がるように繰り返し説明し､必要に応じて起床時間に訪室し体調確認する。

· 一気に体勢を変えず身体を慣らしながらゆっくり行うよう説明する。

・　ふらつきがある時は手すりを利用して歩行するよう伝える。
· 不調の訴えが頻回な場合にはバイタル測定をし、必要に応じて休んで頂く。

· 毎日測定した血圧を把握しながら、本人の体調を確認していく。

· 過度な飲水が見られ、下痢症状を呈していることが度々ある為、声掛けして体調管理についてアドバイスをしていく。

· 精神状態による逸脱行動が見られる際は主治医へ情報提供し服薬調整の検討を行っていく。

②について

· 洗剤を事務室預かりとした事で洗濯回数や夜間に洗濯することは改善されてきている為、今後も預かりとし、適量使用出来るように習慣化を図っていく。

· 頻回な洗顔や手洗いは肌を傷め、炎症を起こす事を伝える。また食器洗剤で過度な手洗いをしているため、使用方法が間違っていることを説明し指導していく。

· 他者と物のやり取りはトラブルの原因をつくることや相手が迷惑に思っていることを本人が理解できるような言葉を用いて説明していく。

· ハンドクリ－ム、お茶パックの使用量・購入量が守られてきている為、その事を本人へ伝え継続していけるよう支援する。

· 衣類を丸めてゴミ袋へ入れている為、定期的に部屋の整理整頓をスタッフと一緒に行いながらタンスや衣装箱への収納の仕方が身につくよう介入していく。

＜評価＞

　夜間の中途覚醒と活動が度々確認されており、日課への支障や不調の訴えの原因になっていることも考えられる。今後も睡眠状況を確認し、夜間帯の活動が目立つようであれば服薬調整について主治医に相談する必要がある。また、服薬したかどうかを忘れたり、日常会話の中では問いかけにそぐわない返答をすることなどもあり、以前よりも疎通性が低下してきている様子がある。老化によるものなのか、病状によるものなのか不明慮なため、行動観察を行い、精神状態や身体面での変化に留意し対応していく。今月、障害程度区分認定調査にて区分3の認定を受けており、2月の介護認定調査次第で今後の方向性が決まることとなる。

　荘内生活の中では、他入所者へ物をねだる行動など迷惑行為がみられていることから、今後も集団生活を継続していく上での規則やマナーについて適宜指導を行っていく。固執した行動への対応については、現在の制限の範囲内での実施ができているため、現状を継続していく。

２： 夏坂　浩美様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：なし

＜問題点＞
1 疾病管理・服薬

・精神科、皮膚科、歯科受診への評価と衛生管理の促し

・体重、バイタル経過確認
2 基本的生活習慣

・日課の習慣化（洗顔、髭剃り、歯磨き、自室整理整頓、布団上げ）

・定期的な保清行動実施

（入浴、衣類更衣、洗濯）

3 日中活動

・荘内環境整備

近隣外出と社会資源利用

4 金銭管理

・1ヶ月分の生活費算出

＜介入方法＞

1 について

・精神科受診、単独受診で服薬は事務室管理継続。

食後直ぐ服用する事を評価、見守るがまれに自分ペースで服用が遅れる。自発性促す目的で第1段階チェックシート自己管理実施活用する。

・皮膚科受診、主治医の指示を守り、軟膏塗布の習慣化を図る。塗布時間を日課スケジュールで表示し癖付けする。

内服薬が30日以上処方可能な為、受診時期を忘れたり、曖昧する傾向もあり日課スケジュール表示追記する。

・歯科受診は、まもなく治療終了の見通しのつく段階。

今後日常的に入れ歯装着時の感覚、食事中の不具合や咀嚼感覚を観察し、慣れて快適に使用できているかを見守る。

口腔衛生も兼ねて入れ歯洗浄、保存、自己の歯茎手入れを行う必要を説明し確実に実践する為スケジュール化する。

・上記、疾病管理での不平、不満などはその都度傾聴。

主治医への伝え方を個別SSTにて練習し経験を積みフラストレーションをためない工夫を体得する。

必要に応じて主治医へ情報提供行い指示を仰ぐ。

・体重、バイタル変化を確認。
2 について

・日課習慣化への実践（洗顔、髭剃り、歯磨き、自室整理整頓、布団上げ）チェックシート作成、記載する。

・チェックシート記載を自室で行う事として、直接介入が行いやすい環境を整える。

・保清全般、定着を図る（入浴、衣類更衣、洗濯）

　自発的実施を目指し、チェックシート作成、記載する。

・給湯器操作を惑う事がわかる。浴槽使用の入浴にも抵抗感を見せる。操作設定を支援、慣れて頂き利用回数増やす。

・衣類更衣と洗濯は連動する事を指導、洗濯機操作も慣れていく事で自発性を促す。
3 について

・個別プログラムの取り組み雑巾縫い、牛乳パックカットと後始末物品片付け、荘内の環境整備を自主的に行う。

・スーパー、バス、本屋、図書館、駅利用、見学を体験してマナーを含め社会資源利用に繋げる
4 について

・日課終えてから1日300円、3日毎に800円渡す。
・小遣い帳記載確認、計画使用目指し1ヶ月の経費を算出。
＜評価＞

　保清や日課の遂行など基本的な生活習慣が確立されておらず、その都度職員による声掛け、促しを要している。服薬チェックシートや日課スケジュール表を用いて○付けや遂行状況を確認する工程を加えることで、本人の遂行意識を高める効果も期待できる。

　帰宅の希望や就労したいといった、現状に対する焦りや不満を訴えることもある。日中活動として本人が意欲的に取り組めるものを提案したり、バス利用等による外出機会も取り入れ、活動性を高めるための個別的な関わりを増やしていくことで、充足感の獲得や先に対する漠然とした不安の軽減を図る。自宅退所の方向性のため、現段階から定期的な自宅外出も家族と調整を図りながら進めて行く。

また、体重が入所時から3kg増加しており、10月以降の血圧が150台と高値で経過している。体重増加や気温の影響も考えられるが、測定方法の確認と毎日の測定値の経過、本人の体調を観察していく必要がある。

青山荘に入所して概ね６ヶ月が経過。しかし、入所時に比べれば若干の改善があるものの、基本的な日課でさえスタッフの促しなしでは安定して行うことができずにいる状態のため、支援方法については、これまでものを継続して行っていく必要がある。家族関係についても調整が必要な部分があるため、本人への現在の生活能力や関わり方について家族教育を行っていく。

また金銭についての本人の固執が見られるため、家族と話し合う場を設け（スタッフと面談後に本人も交えての家族面談）、具体的な金額を書面な形に残るもので本人に提示していき、金銭に対しての考えを変えてもらう必要がある。本人の直接支援について、支援経過ノートを用意し、本人との関わりを一覧にできるものを作り、今後の支援に役立てていく。
